
開講年度 科目名

開設学科 コース名 開設期

対象年次 科目区分 時間数

単位数 授業形態

教科書/教材

担当教員

授業概要

注意点

種別 割合

試験・課題 %

小テスト %

レポート %
成果発表

（口頭・実技）
50%

平常点 50%

回

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回 まとめ 今まで実施してきた内容を総括することができます

準備④ 発表内容に沿った準備・練習をすることにより、成果を高めることができます

成果発表① 企業や外部の方に対して成果を発表することによりコミュニケーション能力を身につけることができます

成果発表② クラス（グループ）で発表することで、人との連携またチームワークの重要性を理解します

準備② 発表内容に沿った準備・練習をすることにより、成果を高めることができます

準備③ 発表内容に沿った準備・練習をすることにより、成果を高めることができます

成果発表③ 成果発表をおこなうことによって、スポーツ・健康業界をより深く理解します

スケジュール立案① 当日までのスケジュールを立てることにより、スムーズな準備・運営をすることができます

スケジュール立案② 当日までのスケジュールを立てることにより、スムーズな準備・運営をすることができます

準備① 発表内容に沿った準備・練習をすることにより、成果を高めることができます

成果発表の内容を企画立案します

役割分担① 企画に沿って役割分担をすることにより、積極的に参加することができます

役割分担② 企画に沿って役割分担をすることにより、積極的に参加することができます
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科目基礎情報

スポーツ健康学科 スポーツインストラクターコース 後期

2年次 必修 60時間

2単位 実習

・授業時数の４分の３以上出席しない者は定期試験を受験することができません

・科目履修としてだけではなく、集大成となるように積極的に授業に参加をしてください

特になし

担当教員情報

浅野 実務経験の有無・職種 有・インストラクター

学習目的

　スポーツに関わる職業人として求められる能力を、在学期間中の成果として発表することがねらいです。また、在学中の成果を振り返ることにより、就

職活動や社会で働くために必要な自信をつけることがねらいです。

到達目標

　在学中に学んだ教育成果をもとに、成果発表のための企画・準備・運営を実施し、成果発表を成功に終わらせることを目標としています。

成果発表内容方法としては、パネル展示発表、実演発表、実演指導発表などがあり、その完成を目標にします。

・個人ワークやグループワークを取り入れます。在学期間中に学んだことの集大成となるように、振り返りながら授業を進めます。また自分

の成果を、成果として自分で発信できるように、授業を進めていきます。

評

価

方

法

備　　考

発表方法、内容について評価します

積極的な授業参加態度によって評価します

授業計画（１回～３０回）　

授業内容 各回の到達目標

オリエンテーション 実習内容について理解します

発表内容ヒアリング① 成果発表の内容を企画立案します

発表内容ヒアリング②


